
地

球

第
十
八
食

餌
正
統

三

四

]
二

品
木
町
の
兼
鼎
よ
み
北
州
内
に
結
ぶ
北
西
-
南
東
の
硬
練
は
本
地
域
に
放
け
る
敢
雷
婆
在
る
断
層
線
に
し
て
へ
南

西
の
丘
陵
暦
と
北
兼
の
古
生
暦
と
を
置
劃
す
O
fJ
れ
む
茂
木
断
層
と
呼
べ
ば
同
断
骨
は
新
薗
地
層
の
分
布
及
走
向
傾

斜
よ
り
判
ず
る
に
､
南
米
は
行
-
ほ
捉
以
て
落
差
大
在
ら
凡
｡
久
留
米
暦
の
北
部
及
西
部
は
若
き
火
山
炭
層
ほ
て
被

覆
せ
ら
れ
､
其
周
蓮
を
充
分
に
吟
味
す
る
事
国
頻
在
れ
ど
も
'
前
記
の
親
木
断
層
に
平
行
し
て
'
長
野
の
兼
珊
よ
-

本
分
の
田
端
を
結
ぶ
北
開
-
南
東
の
線

は
よ
-1
.
そ
の
南
関
側
の
基
盤
面
隆
起
す
｡
次
に
久
留
米
暦
は
長
野
の
南
兼

よ
り
北
川
内
の
南
紬
は
引
け
る
線
を
以
て
古
鎮
静
を
不
盤
各
に
被
覆
す
｡
即
rJ
の
線
の
附
近
ほ
於
で
久
留
米
暦
の
蔵

下
位
露
乱
し
､
南
方
親
木
低
地
に
而
す
る
丘
陵
斜
面
に
於
て
鼎
暦
の
最
上
部
を
見
る
べ
し
｡

地
質
撃
上
よ
り
見
た
る
恵
那
山
前
山
の
崩
壊
と

水
害
に
就
て

上

清

寅

次

郎

(
一
)
緒

言
t･
ヘ

ヤ
t･

.昭
和
七
年
八
月
二
十
六
日
恵
那
山
は
近

さ
前
山
に
崩
壊
を
蕉
じ
､
四
ツ
日
州
は
泥
水
を
奔
流
せ
し
め
､
下
流
に
あ

る
ヰ事
津
町
に
甚
大
な
る
英
容
を
典

へ
ね
.
飽
き
漫
-
ほ
で
は
'
特
に
救
他
の
血

眉
を
以

て'
中
津
町

へ
金
安
野
を
御

下
賜
あ
ら
せ
ら
れ
､
町
民
は
恐
怖
し
､
協
力

一
致
､
復
興
に
努
力
し
っ
っ
あ
･JB
と
聞
-

｡筆
者
は
九
月
中
旬
貸
地
を
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査
し
､
該
地
域
は
地
質
尊
土
､
英
貨
を
生
じ
易
さ
状
態
に
あ
-
､
相
､
記
録
に
よ
れ
ば
水
車
屡
々
あ
-
で
､
中
津

町
は
そ
の
炎
暑
を
衷
心
る
rJ
と
多
き
を
知
つ
ね
｡
鼓
に
､
其
の
状
況
､
原
因
並
は
肺
衆
に
放
け
る
惨
事
樽
減
に
閥
す

る
考
察
等
ほ
っ
き
て
述
べ
ん
と
す
る
79
の
で
あ
る
｡

(
二

)

地

形

及

地

質

中
津
町
は
美
濃
よ
カ
信
濃
に
迫
ず
る
要
路
に
あ
っ
て
､
木
骨
川
は
町
の
北
方
を
酉
流
し
､
恵
那
峡
と
栴
す
る
峡
谷

む
な
し
で
屠
る
｡
町
の
東
商
に
は
約
十
粁
を
隔
て
て
恵
那
出
(
二

一
八
九
･八
米
)･
が
あ
わ
､
そ
の
尾
根
は
西
北
に
延

び
つ
つ
低
夷
し
､
蓮
に
前
山
(
一
三
五
〇
･七
光
)
に
終
る
｡

前
山
は
中
津
町
の
東
南
六
粁
張
の
塵
に
あ
っ
て
七
四
〇
度
以
上
の
傾
斜
を
有
す
る
部
も
あ
る
裾
の
急
斜
面
を
以
て

襲
え
､
定
価
進
行
の
食
め
､
大
小
の
硲
谷
が
磯
達
し
で
ゐ
る
｡
恵
那
川
よ
少
前
山
に
縛
-

完
竹
の
山
地
は
花
崩
岩
質

岩
石
よ
ら
成
り
.
恵
那
川
は
石
英
斑
岩
'
前
出
は
斑
岩
賀
花
岡
岩
を
主
と
L
t
(
七
酋
五
千
分

1
恵
那
山
間
幅
地
質

図
参
順
;:)
石
英
斑
岩
､
倣
花
観
岩
等
を
件
弘
へ

こ
れ
等
の
譜
岩
石
逆
八
の
た
め
に
鍵
成
せ
る
雲
母
片
岩
､
石
英
片
岩

等
の
有
産
暦
も

一
部
に
存
在
す
る
｡
こ
れ
等
の
諮
岩
石
､
乙
と
は
斑
晶
贋
花
園
岩
は
風
化

噸
欄
す
る
部
分
が
多

い
｡

貼
れ
ど
も
風
化
土
壌
は
極
め
て
浅
-
し
て
紀
に
○
｡五
乃
至

二
〇
米
の
前
後
を
普
通
と
す
る
.
そ
の
故
は
山
地
の
傾

斜

急
.U>
し
て
土
壌
を
十
分
に
保
有

し
難
さ
た
め
で
あ
る
.･
金
山
植
林
さ
れ
へ
杉
樹
多
-
於
樹
之
に
次
ぐ
も
､
多
-
は

樹
齢
十
五
乃
至
二
十
五
年
前
彼
の
79
の
ほ
し
て
老
樹
は
稀
で
あ
る
｡

前
山
の
北
濃
よ
少
中
経
町
に
至
る
四
粁
の
地
は

完
町
の
傾
斜
地
セ
あ
っ
て
､
前
山
の
麓
よ
み
中
津
町
攻
で
平
均

1

地
新
撰
上
よ
-T
兄
た
る
窓
郡
山
前
川
の
崩
壊
と
水
韓
に
裁
て

塁

温

一
三



地

政

節
十
八
潜

解
五
助

薫

ハ

1
四

〇
度
内
外
の
綬
傾
斜
trJ以
て
斜
下
す
る
｡
rJ
の
傾
斜
地
は
前
山
斜
面
の
産
額
谷
よ
カ
運
搬
し
凍
る
砂
塵
の
堆
積
に
よ

る
扇
状
地
の
雄
和
物
ま
わ
成
り
､
地
表
下
〇
二
二
乃
至
〇
･五
来
館
迄
は
風
化
し
て
'
曲
色
叉
は
黒
色
の
塊
均
質
土
壌

と
な
み
､
以
下
は
花
闘
岩
贋
の
砂
磯
暦
､
粘
土
又
は
細
砂
静
の
瓦
厨
で
あ
っ
て
'
山
麓
に
於
で
五
六
十
米
の
厚
さ
に

連
す
る
｡

此
の
扇
状
地
の
地
表
は
前
山
の
斜
面
よ
･｡
･凍
る
堺
流
に
よ
っ
て
淀
馳
せ
ら
れ
､
大
小
幾
多
の
樺
が
出
来
て
ゐ
る
｡

四
ツ
日
川
の
谷
は
そ
の
最
大
在
る
も
の
で
あ
っ
て
､
前
山
の
閣
北
斜
面
大
部
の
浬
を
栄
め
て
中
津
町
に
向
以
'
本
流

中
挫
州
に
合
流
す
る
.
金
長
約
六
粁
｡
四
ツ
日
川
の
沸
域
と
し
ヱ
馴
山
斜
面
の
主
要
在
る
樺
は
'
官
問
瀧
と
栴
す
る

急
崖
よ
カ
流
下
す
る
本
杉
流

レ
､
中
杉
ガ
樺
､

ヨ
シ
チ
洞
､

コ
ド
ヤ
洞

(
以
上
の
四
新
谷
は
朝
食

し

て杉
流
レ
喋

と
在
る
)
穴
ガ
韓
､
下
へ
イ
ヂ
韓

(以
上
の
二
新
谷
は
朝
食
し
て
穴
'R
樺
と
在
る
)
の
大
筋
谷
ほ
し
で
互
は
倉
流
し

て
四
ツ
日
川
と
な
る
｡
(
第

一
固
参
照
)
榊
ヅ
目
州
は
敢
勧

一
五
度
乃
至

7
0
度
の
傾
斜
を
保
ち
'
腐
状
地
堆
積
物
の

問
を
幅
二
〇
〇
米
以
内
の
峡
谷
を
成
し
て
流
下
す
る
が
'
約
二
粁
を
洗
下
し
て
竃
嘉
寄
附
近
ほ
連
す
れ
ば
､
幅
八
〇

〇
米
以
上
に
鱗
大
し
､
俄
は
綬
傾
斜
と
意
力

1
0
度
以
下
.
多
-
は
五
度
乃
至
｣ハ
歴
と
を
㌔

鼓
に
'
頗
大
を
る
扇

状
地
を
作
少
で
中
津
町
に
及
ぶ
｡
中
津
町
附
近
心
於
け
る
四
ツ
目
川
は
扇
状
地
特
有
の
分
流
を
珪
じ
て
流
れ
た
る
も

サ
ント

の
!
如
-
､
主
流
四
ツ
日
州
は
中
津
町
の
ほ
i/
中
央
を
流
下
し
'
其
の
兼
方
に
は
宗
泉
等
の
東
北
よ
-

蜜

月

を
経
て

中
津
川
牌
の
東
は
向
ふ
分
流
を
壁
じ
､
四
グ
目
川
の
西
方
に
は
蜜
月
附
近
よ
ム
中
津
町
の
西
部
は
'
宗
泉
等
附
近
よ

ら向じ
-
中
津
町
の
閥
邦
に
向
ふ
凹
地
が
あ
っ
て
'
過
去
舵
於
で
は
分
流
h
t捷
じ
て
居
た
こ
と
を
物
語
る
｡
rJ
れ
尊

の
渚
分
洗
ほ
-
つ
で
眠
ら
tQ
･J
中
間
の
地
は
綬
憧
在
る
隆
遅
滞
を
な
し
､
殊
は
主
流
四
ツ
日
川
の
聞
方
ー
町
役
場
､



第 一 関 前Ilい 四ツ目川近傍地形閲

1. 本杉 ナガ レ 2.申杉ガ醸 3･ ヨL,チ卦 ラ

4. コ ドヤボ ラ 5.杉 ナガ L, 6･ アナガ畔

7. i,モへイヂ緑 8.アー}-ガ搾 9･脚地織

10.大 石 畔 A.B分水暇想位紀

澄
碩
町
田
近

は
童
凍

洪
水

の
事
を
免
れ

た
置
域
で
あ

る
｡
(
第
二

日
山､-.M
…)

四
ツ
目
州

に
次
ぎ
イ
精

大
な
る
樺
に

は
兼
北
方
に

三
五
樺
､
甜

南
方
に
月
俸

杓
子
輝
等
が

あ
る
が
河
谷

の
谷
翫
浸
蝕

運
搬
､
堆
積

の
畳
甚
だ
少

地
武
麟
上
よ
り
兄
た
る
故
郷
川
前
山
の
崩
壊
と
水
寮
に
裁
て



地

線

鮮
十
八
令

姉
五
紙

塁
八

1六

-
､
到
底
四
ツ
日
川
の
比
で
覆
い
.
其
他
三
二
の
小
鮪
は
四
ヅ
目
川
の
谷
頭
浸
蝕
と
谷
底
淀
蝕
と
が
特
は
顕
著
在
る

た
め
は
パ
イ
ープ
シ
ー
が
桁
は
れ
､
現
今
は
載
頭
谷
と
を
少
､
軍
は
積
谷
と
化
し
て
居
る
｡
例

へ
ば
四
ツ
眉
川
と
三
五

輝
と
の
中
間
は
あ
る
一
小
浬

(大
漕
池
を
作
-
て
構
配
は
利
用
せ
る
を
以
て
恨
み
は
溜
池
輝
上
呼
ぶ
)
は
.
社
時
は

四
ツ
日
川
の

fl
上
流
た
る
杉
流

レ
樺
に
連
絡
せ
る
も
の
な
る
べ
-
､
又
.
四
ツ
日
川
と
月
降
と
の
間
の
二
小
棒

(
梶

む
は
大
石
樺
､
八
酢
洋
と
呼
ぶ
)
は
社
菅
に
放
て
は
穴
ガ
喋
警

部
の
水
を
通
ぜ
し
も
の
在
か
i
J推
定
さ
る
.｡

(
警

固
参
照
)
か
-
の
如
-
し
て
四
ツ
日
州
は
多
-
の
他
の
韓
の
上
平
h
]奮
以
､
其
の
流
域
を
雄
大
す
る
と
北
ハほ
､

砂
塵

を
流
下
せ
し
め
る
rJ
と
多
-
､
下
流
に
は
扇
状
地
を
形
成
し
､
特
は
そ
の
流
域
は
洪
水
を
多
か
ら
し
め
満
悦
因
む
覆

し
て
居
る
fJ
と
は
地
形
上
よ
み
明
か
で
あ
る
｡

以
上
述
べ
た
魔
に
依
っ
て
'
前
山
の
麓
よ
与
中
津
町
は
至
る
傾
斜
地
は
明
は
こ
種
の
扇
状
地
よ
み
成
る
こ
と
を
知

る
｡
即
ち
､
育
-
生
成
せ
る
菌
扇
状
地
と
之
を
侵
蝕
し
て
流
る
J
河
流
に
よ
っ
て
生
ぜ
･る
新
扇
状
地
と
が
を
凧
で
あ

る
｡
両
者
は
明
に
階
段
又
は
急
崖
を
以
て
境
n
れ
､
地
形
的
に
明
瞭
在
る
の
み
在
ら
ず
'
薯
扇
状
地
堆
積
物
は
砂
塵

粘
土
ま
わ
威
力
､
地
変
部
は
塊
糖
質
の
粘
土
と
化
し
'
新
扇
状
地
堆
積
物
は
砂
塵
の
み
ょ
身
成
る
を
以
.て
地
贋
的
に

も
明
は
置
別
し
得
る
塵
で
あ
る
｡

(
≡
)
気

象

出
水
常
時
の
気
象
状
況
に
就
き
て
は
主
と
し
て
岐
阜
測
供
所
の
調
査
資
料
に
ょ
つ
ー花
の
で
あ
る
が
､
概
し
て
八
月

は
局
部
的
に
雫
象
鍵
化
計
珪
じ
易
-
､
特
に
山
地
に
於
で
は
か
.J
る
現
象
が
新
著
で
あ
る
上
､
観
測
所
の
設
樫
n
れ
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ざ
る
場
各
多
き
を
以
て
､
気
象
状
態
を
確
知
す
る
は
困
難
で
あ
る
｡
第

山
嚢
は
岐
卑
観
測
所
管
内
申
岐
旦
韓
並
は
中

津
町
附
近
の
各
測
候
所
の
調
査
ほ
か
ゝ
る
水
蜜
営
口
前
後
の
降
水
量
を
掲
げ
る
｡
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第

一
敦
に
倣
-
で
も
知
ら
れ
る
如
-
岐
阜
市
の
如

き
低
地
に
此
し
て
.
窓
郷
郡
基
地
の
山
地
地
方
の
観
測
所
に
於

他
部
壌
上
よ
り
見
た
る
誠
郡
山
前
出
の
崩
壊
と
氷
帯
に
就
て

塁

九

1
七



地

球

節
十
八
俸

鰐
五
紙

三
B

O

一
八

て
は
降
水
最
多
-
､
中
津
町
附
近
ほ
於
け
る
洪
水
督
目
前
五
日
間
の
降
水
絶
景
約

一
〇
〇
邦
を
記
載
す
る
rJ
と
は
洪

水
檀
接
の
原
因
と
な
ら
ず
と
す
る
も
注
意
す
べ
き
瓢
で
あ
ヵ
､
前
川
の
山
地
は
東
に
多
-
の
降
水
量
を
見
た
rJ
と
は

推
定
は
難
1
1な

い
｡

災
審
督
口
た
る
八
月
二
十
六
日
午
前
六
時
の
天
菊
間
は
北
報
酬
方
面
に
あ
る
七
六
四
粍
の
高
来
魔
が
日
本
海
よ
み

本
州
北
部

｡
北
海
道
を
包
み
て
太
平
洋
は
張
み
出
し
､
太
平
洋
上
に
は
七
六
六
粍
以
上
の
高
気
魔
部
を
つ
-
-,h
t
乙

の
部
よ
♪
東
北
と
酉
南
は
向
つ
て
乗
魔
の
低
下
堅
不
し
.
特
は
紀
伊
の
南
方
洋
上
よ
わ
洛
松
方
面
に
向
つ
て
嘉
魔
の

谷
を
つ
-
カ
､
岐
阜
腺
下
に
は
不
運
薦
舘
を
壁
ぜ
し
め
易

さ
状
況
覧

不
し
て
居
-
､
同
日
午
後
六
時
の
天
菊
間
は
岐

阜
膝
下
を
東
西
に
横
断
す
る
不
運
薦
練
を
存
在
せ
し
め
て
居
る
｡
中
津
町
附
進
に
於
で
は
皆
目
午
前
十

一
時
頃
よ
み

エ
グ

東
商
六
粁
の
前
山
h
t中
心
と
し
て
雷
雨
あ
わ
､
中
津
町
市
縛
地
ほ
て
は
倣
桶
の
強
度
で
あ
っ
た
が
前
山
の
鹿
妻

下

附

近
ほ
て
は
豪
雨
で
あ
っ
て
､
暫
-
ほ
し
て
小
降
と
夜
つ
ね
が
'
午
後
二
時
頃
か
ら
約
三
十
分
間
再
び
豪
雨
と
夜
つ
ね

と
言
ふ
.
午
後
四
時
前
後
は
至
れ
ば
中
津
町
附
近

一
般
に
富
岡
甚
し
二

四
ツ
冒
川
に
は
泥
水
氾
濫
L
t
午
後
八
時

頃
よ
り
漸
-
微
細
と
な
み
､
午
筏
九
時
に
至
み
漸
-
晴
れ
て
朗
を
望
み
得
る
は
糞
力
､
午
後
十

1
時
頃
よ
カ
は
洪
水

も
次
第
に
減
水
す
る
に
至
っ
た
｡

皆
目
岐
阜
測
任
所
ほ
て
は
午
後
三
時
四
十
分
よ
-1
同
四
時
五
十
分
ま
で
､
兼
方
に
徹
宵
の
あ
っ
た
こ
と
を
観
測
し

夜
に
室
少
で
僅
少
の
降
関
を
記
録
せ
る
の
み
ほ
て
､
降
水
量
倭
は
五
先
に
過
ぎ
ず
'
中
津
町
附
近
ほ
て
も
皆
目
東
商

十
粁
を
隔
つ
る
恵
那
山
に
登
山
し
た
人
々
は
山
頂
は
晴
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
と
言
以
'
洪
水
の
原
因
と
在
る
豪
雨
は
極

め
て
局
部
的
ほ
し

で前
山
四
近
ほ
限
っ

て教
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
中
津
町
の
常
口
の
降
水
量
は

l
四
七
粍
を
示



■!

一Iし
カ
が
､
岐
阜
測
候
所
の
枇
測
ほ
よ
れ
ば
前
山

1
郡
は
証
に
多
義
な

-
し
79
の
･J
加
-
二
間
衆
以
上
は
及
ん
だ
も
の

と
推
定

ruる
｡第
二
表
は
八
月
二
十
四
日
よ
-
洪
水
皆
目
に
至
る
三
日
間
の
中
津
町
衆
象
状
態
を

示
す
も
の
で
あ
る
｡

(
四
)
水

害

状

況

今
回
の
洪
水
は
主
と
し
て

中
津
川
の

一
支
流
四
ツ
日
川
流
域
に
起

っ
た
も
の
で
'
を
の
本
流
光
る
中
津
川
'
其
の

他
の
渓
流
に
は
被
審
顕
著
在
る
も
の
.夜
-
紀
に
四
ツ
日
川
に
近
接
L
t
前
山
斜
面
よ
-
流
下
す
る
月
裸
に
多
少
の
被

蜜

を
見
た
の
み
で
あ
る
｡
か
-
の
如
-
大
洪
水
が
極
め
て
局
部
的
に
磯
珪
し
､
両
も
主
と
し
て
四
ツ
日
川
流
域
の
み

に
起
っ
た
乙
と
は
其
の
原
因
並
に
防
止
策
に
輔
し
研
究
を
婁
す
る
事
柄
で
あ
る
｡

(
〓
前
山
の
山
崩

四
ヅ
日
川
の
上
流
の
客
筋
谷
に
は
洪
水
教
生
の
督
臼
､
多
-
の
両
胸
を
蕉
じ
た
｡
中
津
町
役

地
釈
樹
上
よ
り
瓜

た
る
故
郷
-;
前
山
の
朋
攻
と
水
韓
に
放
て

茜

T

1
九



地

拭

鰐
十
八
番

欝
五
況

語

二

二〇

場
中
村
､

平
野
南
技
手
の
談
は
よ
れ
ば
小
な
る
も
の
む
合
せ
六
十
個
以
上
の
崩
壊
を
基
じ
､
そ
の
面
積
約
二
十
町
歩

に
及
ぶ
と
言
ふ
｡
若
し
土
壌
の
厚
n
を
平
均
三
八
と
せ
ば
約
三
寓
立
方
坪
の
崩
壊
容
積
と
在
る
.
岐
阜
測
候
所
調
査

は
よ
れ
ば
崩
壊
の
大
な
る
も
の
は
三
千
立
方
坪
に
達
し
､
五
首
立
方
坪
以
上
に
連
す
る
も
の
三
十
三
個
あ
わ
で
､
申

五
個
は
山
の
中
腹
に
過
ぎ
ら
れ
て
､
谷
底
に
珪
せ
ず
'谷
底
は
土
砂
を
崩
落
せ
し
7P
の
二
十
八
を
調
査
し
た
と

い
ふ
｡

今

LL
崩
壊
の
土
砂
容
積
を
平
均

.i
千
立
方
坪
と
せ
ぼ
約
二
甫
八
千
立
方
坪
の
土
砂
が
凹
ツ
目
川
は
流
下
し
た
乙
と
J

を
る
O
rJ
机
等
の
崩
壊
は
つ
き
注
意
す
べ
き

一
特
質
は
何
れ
79
大
小
の
薪
谷
の
両
側
の
中
腹
以
下
に
珪
じ
､
岩
盤
上
を

一

光
内
外
の
厚
n
を
以
て
披
覆
せ
る
土
壌
の
み
が
崩
落
し
､
崩
壊
が
尾
根
に
達
し
'
又
は
尾
状
を

横
断
せ
る
如

き
大
規

模
在
る
79
の
は
金
-
寵
め
ら
れ
氾
rJ
と
で
あ
っ
て
'
崩
壊
箇
所
に
は
白
又
は
褐
色
の
岩
盤
が
魔
々
ほ
露
出
し
て
居
る

岩
盤
の
安
部
を
被
覆
す
る
風
化
土
壌
の
崩
落
即
ち
'
土
た
り
が
今
回
の
山
崩
れ
の
原
因
で
あ
っ
て
'
何
れ
も
小
規
模

で
は
あ
る
が
､
そ
の
数
多
-
'
袋
倉
し
て
大
量
の
周
壊
物
を
生
じ
た
の
で
あ
る
｡
ハ
図
版
上
参
照
)

前
山
斜
面
は
植
林
n
れ
樹
木
よ
-
繁
茂
し
て
ゐ
る
が
多
-
は
杉
樹
で
あ
っ

て於
樹
は
少
を
い
｡
樹
木
中
に
老
樹
の

乏
さ
は
二
十
年
前
後
に
生
育
し
た
頃
に
は
崩
落
の
英
は
遇
ふ
こ
と
が
多

き
た
め
だ
と
云
ふ
｡
又
'
杉
樹
の
繁
れ
る
部

は
飴
樹
の
繁
茂
せ
る
部
よ
り
も
崩
壊
せ
る
部
が
多

い
傾
向
が
あ
っ
て
､
樹
状
の
性
質
の
相
違
も
植
林
上
狂
意
す
べ
き

鮎
な
る
rJ
と
を
;
･5
は
し
め
る
｡
又
'
土
壌
の
増

さ
乙
と
､
岩
盤
の
堅

さ
rJ
と
､
急
斜
面
在
る
fJ
と
等
は
植
林
上
注
意

す
べ
き
鮎
で
あ
る
｡

人
二
)泥
水
氾
濫
匠
域

前
山
斜
面
に
あ
る
幾
多
の
小
硲
谷
の
川
崩
れ
は
山
茂
に
於
で
杉
流
レ
棒
と
穴
..S
将
と
の
二



流
は
合
す
る
｡
乙
の
爾
新
谷
は
基
ま
つ
わ
泥
水
は
二
十
度
乃
至
三
十
度
の
傾
斜
を
有
す
る
谷
底
を
洗
ひ
親
し
ー
谷
底

に
は
花
柄
岩
盤
を
露
出
せ
し
め
て
ゐ
る
｡
杉
洗

レ
､
穴
ガ
樺
両
新
谷
の
各
流
地
附
近
は
旗
河
原
と
桝
し
､
珊
焼
洞
在

横
を
な
し
て
居
る
が
'
積
に
於
け
る
今
次
の
泥
水
の
氾
濫
は
意
外
は
軽
微
で
あ
る
0

蛮
河
原
以
下
約

一
八
〇
〇
兼
の
間
は
川
床
は
ほ
ヾ
西
北
に
向
S
で
流
下
L
t
合
流
地
よ
旦
二
〇
〇
米
附
近
よ
-
〟

文
数
分
つ
も
七
〇
〇
兆
の
下
流
ほ
て
再
び
本
流
に
合
し
て
流
る
｡
谷
の
両
壁
は
急
傾
斜
を
有
し
､
数
ヶ
所
に
崩
壊
を

鬼
･.
rJ
と
は
右
岸
に
於
け
る
暫
崩
壊
の
場
所
は
約
七
八
十
米
に
亘
か
新
に
数
個
の
崩
塗
,<LJ蕉
じ
て
屠
る
｡
rJ
の
附
近

の
河
床
は
両
岸
垂
寓
に
河
鹿
平
坦
は
し
て
U
音
形
を
な
せ
る
塵
多
-
､
河
谷
は
二
十
米
前
後
の
幅
を
保
っ
て
居
る
｡

河
道
は
多
-
は
匿
線
状
を
覆
す
も
数
ヶ
所
に
於
て
屈
曲
し
､
か
～
る
部
に
於
で
は
撃
突
岸
を
破
壊
し
て
附
鑑
に
氾
濫

し
て
居
る
｡
間
氏
先
代
の
築
造
に
か
ゝ
る
堤
防
､
洪
水
除
の
水
醐
洞
等
が
か
-
の
如

き
付
置
に
遣
れ
居
る
を
見
れ
ば

社
菅
は
於
で
も
同
様
の
･箇
所
は
被
客
の
あ
っ
た
こ
と
を
恩
は
し
め
る
｡

正
利
嘉
泉
寺
岡
妃
に
至
れ
ば
四
ツ
目
川
は
傾
斜
厚
-
な
ら
谷
幅
は
俄
に
離
間
と
な
る
｡
従
っ
て
戯
谷
h
=J流
下
し
凍

っ
た
泥
水
は
俄
に
沌
艦
を
初
め
て
居
る
｡
寺
院
の
境
内
は
近

さ
河
岸
の
小
高

P,地
を
温
み
で
学

墾

寿

は
撃

止
せ
る

石
造
の
水
醐
洞
79
亦
氾
濫
h
l除
か
ん
た
め
に
村
人
の
勅
諭
し
た
も
の
で
あ
ら
う
｡
今
次
の
洪
水
に
於
で
串
に
水
醐
桐

は
無
事
な
る
も
'
そ
れ
よ
-
約

一
〇
〇
米
上
流
の
横
に
建
て
b
れ
し

言
放
家
は
洪
水
に
ruら
は
れ
で
､

1
本
の
杜
も

残
ら
ず
､

二
LLm
に
数
々
た
る
横
と
化
し
て
屠
る
｡
完
泉
寺
境
内
及
基
地
の
大
部
は
泥
水
岩
塊
の
流
入
す
る
虞
と
意
力

本
堂
は
於
て
垂
向
水
位

∵

三
光
は
及
び
､
庭
内
に
は
土
砂
の
堆
積
五
五
糎
に
逢
し
て
屠
る
｡
史
は
泥
水
は
間
氏
別

邸
を
経
て

l.
部
は
第

.i
用
水
路
に
遮
ら
れ
る
も
四
ツ
目
川
本
流
は
水
路
を
確
壊
し
て
下
流
に
氾
濫
し
幅
三
〇
〇
米
以

他
部
樹
上
よ
り
且
た
る
誠
郷
山
前
川
の
朋
攻
と
水
拝
に
就
て

三
四
三

二
一



約
十
八
番



上
､

7
昔
の
円
両
､
家
屋
を
荒
廟
せ
し
め
､
昨
日
の
美
田
は
今
日
の
横
と
化
し
て
居
る
｡
川
幅
の
急
激
在
る
形
大
､

階
段
状
の
m
地
の
多
き
乙
と
は
､
rJ
の
附
近
に
於
で
水
勢
を
頓
は
裏

へ
し
め
る
原
因
と
を
少
､
上
流
よ
り
運
び
凍
れ

る
岩
塊
を
盛
々
と
し
で
堆
積
せ
し
め
る
乙
と
～
在
っ
て
程
二

･
八
米
巾
二
光
は
及
ぶ
大
塊
も
時
々
と
し
て
残
っ
て
居

る
｡
社
時
の
洪
水
に
於
で
も
fJ
の
附
鑑
は
惨
客
を
蒙
ひ
る
匿
域
在
り
し
も
の
ゝ
如
-
､
十

1
屋
堤
防
p
三
ヅ
ク
田
堤

防
夜
ど
の
大
堤
防
が
築
造
さ
れ
草
ば
埋
没
さ
れ
て
現
存
し
て
居
る
｡

(
第
二
同
参
照
)

史
に
下
流
中
津
町
は
近
づ
け
ば
第
二
用
水
路
の
堤
防
が
あ
-
､
.TJ
の
水
路
に
よ
み
て
氾
濫
置
域
は
精
縮
少
n
れ

て

中
津
町
に
入
る
｡
中
津
町
内
ほ
て
は
童
と
し
て
河
岸
に
近
-
巾
官
米
内
外
の
低
域
に
家
屋
流
失
､
叉
は
被
審
特
に
大

な
る
も
の
が
多

い
｡
中
津
町
を
横
断
す
る
川
筋
は
盛
々
に
S
字
形
を
撒
き
で
轡
曲
せ
る
魔
多
-
､
而
79
川
巾
倭
に
六

米
乃
至
七
光
に
過
ぎ
ず
上
流
よ
･LL
の
土
砂
堆
積
の
た
め
に
河
床
郎
注
せ
る
が
故
に
'
捌
か
の
洪
水
に
で
も
氾
濫
を
免

れ
難

さ
状
況
lこ
あ
る
を
以
て
被
番
を
大
在
ら
し
ひ
.
例

へ
ば
河
流
の
屈
曲
地
に
位
す
る

｢
家
屋
に
於
で
は
直
桜

1
･

玉
来
に
も
散
る
花
崩
岩
塊
が
屋
内
虞
々
に
流
入
し
た
.
又
'
銭
道
中
央
紙
が
四
ツ
日
川
を
横
断
す
る
小
城
棒
は
流
木

土
砂
の
た
め
に
橋
下
を
閉
塞
さ
れ
'
河
水
は
四
周
に
氾
濫
L
t
中
津
川
騨
構
内
は
浸
水
L
t
土
砂
を
堆
積
せ
し
め
鎖

道
を
不
通
と
な
ら
し
め
た
｡
(
固
版
下
馨
帽
…)其
他
泥
水
は
中
津
町
役
場
附
近
'
宗
泉
寄
附
近
か
ら
分
岐
し
て
居
る
が

水
量
多
か
ら
ず
し
て
被
客
は
軽
少
で
あ
る
｡
(
第
二
間
参
照
)

(
≡
)流
速

泥
水
流
下
の
速
度
は
そ
れ
を
正
確
に
知
る
材
料
は
乏
し
い
｡
依
っ
て
次
の
如

き
資
料
を
絵
各
し
て
推

定
し
た
｡

fI
.
詔
下
村
目
口
繁

Ti
氏
の
談
と
し
て
'
岨
卑
州
低
所
の
報
に
よ
れ
ば
'
泥
流
は
混
和
に
穴
ゲ
緒
よ
り
統
出
し
､
幣
-
の
後
移
流
レ
控
よ
り
流
下
し
和

地
貿
鍵
上
よ
り
兇

た
る
窓
那
山
前
山
の
朋
攻
と
水
啓
に
就
て

昌

温

二
三



地

球

解
十
八
食

餌
五
雛

茜

六

二
四

あ
る
を
訟
め
た
｡

二
､
謝
下
村
安
〓
新
太
郎
氏
の
談
に
よ
れ
ば
､
滞
日
正
午
明
よ
り
時
々
豪
附
あ
=1
､
午
後
凹
時
前
殊
に
轍
港
と
な
り
'
そ
れ
と
翰
ど
前
後
し
て
い
の
披

け
る
菅
が
甲

h}H
L
t
間
も
な
-
(
二
分
間
位
紐
鵜
か
)
泥
水
離
兆
し
的
ん
ど
逃
げ
る
僚
裕
も
な
-
'
隣
家
で
は
辛
う
じ
て
子
供
と
俳
蟻

の
位
牌
と
を

桝

(
て
迎
排
し
た
｡
(
臓
壌
地
よ
m
二
二
キ
ロ
附
近
)

三
'
拭
叔
寺
下
の
扇
状
形
析
附
妃
で
岩
井
共
餌
代
の
日
樫
に
よ
れ
ば
､
泥
水
が
背
後
に
迫
り
た
る
時
同
方
向
に
向
ひ
必
死
の
走
力
を
以
て
逃
げ
る
と
せ

ば
'
細
め
て
栂
距
離
な
ら
ば
･.51
付
か
れ
ず
に
迎
難
し
称
る
租
臆
の
速
度
で
あ
っ
た
と
抑
施
さ
れ
た
O

脚
T.
中
枠
町
長
阿
礼
太
郎
氏
が
町
役
場
中
村
技
手
の
紋
と
し
て
'
火
山
殴
介
氏
に
報
ぜ
ら
れ
し
魔
に
よ
れ
ば

!
時
間
二
十
五
榔
位
の
速
力
で
あ
っ
た
と

も
首
ひ
'
光
風
者
中
に
は
･E
潮
部
位
の
速
さ
で
あ
っ
た
と
も
い
ふ
｡
(
朔
察
場
所
不
明
)

五
､
中
枠
町
助
役
辻
勝
次
氏
の
談
に
よ
れ
ば
常
日
牛
後
四
時
切
甚
し
き
豪
耐
と
な
り
問
も
な
-
山
崩
れ
の
骨
が
迎
琉
的
に
問
え
は
し
､
泥
水
が
中
枠
町

に
泣
し
た
る
は
四
時
十
分
､
最
初
の
山
焔
の
骨
を
問
き
て
よ
り
七
分
後
で
あ
っ
た
.

以
上
の
罫
薯
は
供
与
で
最
初
の
崩
壊
は
穴
ガ
樺
方
面
に
捷
じ
､

泥
水
は
四
ツ
昌
川
を
奔
下
し
て
七
分
後
に
は
玉
野

h
l隔
つ
る
中
津
町
に
達
し
た
る
も
の
を
考

へ
碍
べ
-
､
平
均
速
度
は
毎
秒

一
二
米
と
在
る
｡
而
し
て
崩
壊
地
よ
か
約

三
粁
間
は
地
形
上
史
に
急
速
度
在
-
L
を
推
定
し
解
る
外
､
寒
風
者
の
談
を
絵
合
し
て
'
平
均
速
度
は
倍
加
せ
,-3
も

の
と
推
測
n
れ
'
以
下
二
粁
の
間
は
平
均
速
度
の
約
二
分
の
一
昭
に
減
じ
た
る
も
の
と
考

へ

て大
差
を
か
ら
む
.
飼

皆
目
四
ツ
日
川
上
流
の
横
に
峰
の
凝
珊
身
は
出
掛
け
居
売
る
批
年
の
男
は
逃
げ
ん

L
と
し
て
及
ば
ず
'
速
に
溺
死
し
た

る
革
質
あ
る
に
反
し
'
下
流
の
中
津
町
民
は
幼
悪
者
と
錐
豊

北
金
に
避
難
し
禅
た
る
事
薯
等
よ
-
す

る
も
'
上
流
に

比
し
て
下
流
の
速
度
は
甚
だ
し
-
減
少
せ
る
も
の
怒
る
こ
と
を
恩
は
し
め
る
｡
何
れ
に
し
て
79
大
量
の
泥
水
奔
下
の

速
度
は
想
像
以
上
に
迅
速
在
る
を
以
て
避
難
の
場
倉
に
蹟
路
す
る
rJ
と
は
危
険
で
あ
る
｡

大
正
十
二
年
踊
来
震
災
の
潜
時
､
職
府
川
村
白
糸
川
の
山
津
浪
は
六
粁
を
五
分
ほ
て
流
下
し
､
毎
秒
二
〇
米
の
速



皮
で
あ
っ
た
と
報
ぜ
ら
れ
(
震
災
報
告
第

7
0
0
淡
､
乙
)大
正
十
五
年
十
勝
岳
爆
磯
に
仲
ふ
泥
流
は
二
四
粁
を
二
十

七
分
に
し
て
流
下
し
(
毎
秒

一
四

･
八
米
)山
腹
の
急
斜
面
で
は
毎
秒
二
八
米
の
速
度
で
あ
っ
た
と
い
ふ

(
地
質
調
査

朗
報
骨
第
九
五
紙
)

(
班
)泥
水
曇

四
ツ
冒
州
の
中
流
以
下
扇
状
地
に
於
で
は
水
食
を
推
定
し
難
さ
も
､
上
流
旗
河
原
以
下
宗
泉
寺
附

近
に
至
る
約

1
八
〇
〇
米
間
の
U
字
形
河
谷
は
谷
壁
の
両
岸
に
残
れ
る
泥
水
の
溌
痕
に
よ
-T
で
'
敢
高
水
位
告
知
～T

得
る
巌
が
あ
っ

て水
量
を
推
定
し
縛
る
｡
二
ヶ
所
に
於
で
測
定
せ
し
河
谷
の
現
株
は
次
の
如
-
で
あ
る
.

三

谷
幅
員

一
九
米
T
探
rb
入
米
､
細
谷
壁
垂
直
に
近
-
'
谷
底
卒
に
し
て
U
字
形
を
な
し
､
其
の
横
断
面
積

一

五
二
平
方
光

二
､
谷
幅
員
二
〇
米
'
深
さ
七
光
'
河
谷
U
字
形
を
覆
し
､
其
の
横
断
面
積

一
四
〇
平
方
米
､
別
に
乙
の
上
流
よ

わ
t.
小
文
谷
を
分
派
し
､
其
の
幅
員
玉
来
'
沫
n
四
米
'
其
の
横
断
面
二
十
平
方
米
､
合
計

一
六
〇
平
方
米
t

,J
の
附
近
の
泥
水
速
度
を
最
小
限
に
見
て
平
均
速
度
即
ち

一
秒
間

一
二
光
の
速
度
と
す
る
も
､
最
大
水
時
は

一
秒

間
に

一
八
二
四
乃
至

一
九
二
〇
立
方
米
の
泥
水
,<LJ流
下
せ
し
め
た
て
と
と
な
る
｡
但
し
､
附
近
ほ
於
で
は
泥
水
速
鹿

は
串
物
遠
に
倦
す
る
も
の
と
考

へ
ら
る
㌧
を
以

て､
敢
大
泥
水
華

9
亦
相
加
の
箸
で
あ
る
Q
rJ
の
泥
水
は
洪
水
前
数

日
間
の
前
山
料
簡
の
降
水
盈
約

一
〇
〇
雅

(
中
津
観
測
所
の
降
水
畳
に
依
る
｡
前
山
は
於
で
は
史
に
多
量
な
ら
む
)

が
砂
質
土
壊
中
に
多
畳
に
保
春
ruれ
允
79
の
と
.
洪
水
皆
目
の
降
水
量
推
定
約
二
〇
〇
粍
の
大
部
分
と
､
山
崩
れ
は

依
る
崩
壊
物
と
に
ょ
っ
て
任
じ
た
る
も
の
で
あ
る
｡

(
五
)被

審

八
月
廿
入
口
中
津
町
役
場
の
調
査
は
依
れ
ば
躍
英
人
月
は
中
津
町
各
部
は
及
び
'
其
の
数
七

一
〇

地
質
離
上
よ
り
且

た
る
窓
郷
山
前
山
の
仙
境
と
水
寮
に
就
て

宗七

二
五



地

球

節
十
八
聴

解
五
紙

轟

八

二

六

〇
名
'
死
者
二
名
､

負
傷
者
七
名
､
馬
三
頚
死
す
｡
洪
水
の
鼻
水
の
夜
中
を
ら
ざ

少
し
rJ
と
は
死
傷
者
を
少
夜
か
ら

し
め
し

一
国
で
あ
る
｡
四
ツ
日
州
に
架
せ
る
橋
染
九
ヶ
所
流
失
し
､
政
道
中
央
線
は
輝
の
構
内
は
浸
水
し
不
通
と
改

み
､
約
五
丁
徒
歩
連
絡
の
止
む
夜
さ
は
至
つ
ね
が
徹
智
復
菌
に
努
力
し
翌
日
午
後
よ
-
開
通
す
0
.は
薫
っ
た
｡
電
信

電
話
は
中
津
町

1
部
不
通
と
を
み
P
発
電
所
浸
水
の
た
め
迭
葛
は

一
時
不
能
と
在
っ
た
｡
家
屋
並
に
盤
作
物
被
番
は

第
三
p
第
四
表
の
迫
･C,で
あ
る
｡

第

三

衷

家

屋

被

壌

(
戸

数
)

第

四

表

農

作

物

故

婆

(耽
碓
見
込
Bf
)

(大
)救

済

泥
水
が
中
津
町
に
吏
楽
し
危
険
を
報
ぜ
ら
る
!
や
､
四
ツ
日
川
以
東
の
町
民
は
各
部
其
方
嘗
扇
状



地
米
報
旭
ケ
岡
の
高
等
女
撃
枚
に
､
四
ツ
日
川
以
西
の
町
民
は
新
扇
状
地
に
於
け
る
高
所
に
存
在
す
る
酉
壁
等
及
び

中
津
川
以
酉
の
駒
場
の
高
地
に
避
難
せ
し
め
､
中
津
町
役
場
よ
-
は
督
日
米
六
石
九
斗
を
焚
き
出
し
､
隣
接
の
各
部

落
よ
り
は
合
計
光
三
十
四
石
五
斗
を
焚
出
し
て
曜
兼
者
を
救
助
し
た
｡
腰
急
の
救
援
の
光
め
皆
臼
は
笛
木
町
､
坂
本

町
の
消
防
組
の
凍
授
あ
ら
･､
翌
日
よ
-
九
月
十
日
ま
で
苗
木
町
坂
下
町
､
大
井
町
を
始
め
恵
那
郡
内
の
各
町
村
の
消

防
組
､
青
年
因
は
勿
論
､
土
岐
郡
内
五
ケ
町
村
､
長
野
腰
仙
口
付
妻
寵
村
よ
与
も
救
援
に
到
着
し
､
臆
急
の
復
薯
工

事
並
に
町
内
の
秩
序
緩
衝
に
努
力
し
た
｡
岐
長
堀
ほ
て
は
八
月
三
十

l
日
よ
り
九
月
入
日
ま
で
土
木
課
並
に
大
井
出

張
所
よ
-
魔
急
復
啓
に
着
手
し
､
五
班
に
分
ち
て
氾
濫
置
域
の
鷹
急
工
事
を
急

い
だ
｡
か
-
て
腰
急
緩
葛
に
従
事
せ

し
人
員
は
中
津
町
役
場
よ
少
は
九
月
二
日
よ
少
十
日
ま
で
毎
旦

一宵
人
宛
の
人
夫
を
犀
ひ
､
各
日
親
授
者
約
八
宮
人

合
計

一
千
人
に
蓮
し
た
｡

九
月
十
日
臨
時
の
復
薦
工
事
を
終
わ
′た
る
を
以
て
'

虹
に
復
興
計
蓬
を
考
案
さ
れ
つ
ゝ

あ
る
0

(
五
)
沿

革

四
ツ
日
川
に
放
て
過
去
の
時
代
に
洪
水
の
多
か
つ
ね
こ
と
は
其
の
流
域
の
地
異
と
地
形
に
ユ
タ
で
推
定
し
得
る
｡

翻
'
流
域
所
々
に
水
紳
洞
と

い
以
､
洪
水
除
の
榊
を
配
れ
る
は
'
歴
史
時
代
に
於
て
洪
水
を
反
復
し
た
軍
資
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
｡

宗
泉
寺
附
近
の
小
高
さ
地
に
配
ら
れ
あ
る
水
帥
洞
は
安
永
二
年
六
月
二
十
六
日
建
之
と
記
n
机
､
嘉
永
二
年
'
明

治
二
十
五
年
､
大
正
十
三
年
に
隊
珊
ru机
､
殊
は
大
正
十
三
年
に
は
石
堂
に
改
め
ね
と
詑
rb机
で
あ
る
｡

軸
部
挙
上
よ
り
鬼
た
る
認
淋
川
前
山
の
焔
塊
と
水
横
に
裁
て

昌

九

二
七



地

球

餅
十
八
怨

第
五
班

孟

0

二
八

乙
の
石
堂
に
は
柑
板
長
三

三

｡
五
糎
､
巾

.I
O
糎
､
厚
さ
1
粗
大
の
も
の
は
衷
面
に
は

｢
春
建
立
水
帥
努
巳
安

永
二
年
六
月
青
口

大
槻
孫
大
夫
｣
と
託
し
素
面
ほ
は
大
洪
水
の
沿
革
並
は
祭
配
の
由
乗
が
託
さ
れ
て
あ
る
｡

紙
州
誠
郷
郷
琉
戸
村
水
紳
粥
潜
典
村
庶
蛇

紳
祉
也

O
失
命
宍
以
糾
刑
也

｡
村
終
材
小
川
雛
日
四
日
川
柏
元
就
十
丁
卦
年
跳
水
方
刺
土
日
多

銘
棟
砂
也
下

代
共
称
苛
窄

竺

乞

田
乃
役
和
犬
水
兵
､
後
享
保
九
申
辰
投
打
大
水
炎
､

祝
辞
勝
元
壬
(平
の
誹
か
)
釆
坤
復
有
火
水
大
水
劉
川
凡
望

HF
O
今
試
筆

氷
二

発
巳
之
尖
乃
純
水
抑
之
的
於
川
傍
仲
火
水
前
や

永
泊
相
伴
民
毒
寄
航
中
正
放
火
熱
永
安
寧
肝
祈
也
｡
仇
虫
紋
日
O

史
に
完
泉
寺
に
保
春
せ
ら
る
～
過
去
帳
中
ー

文
化
五
戒
辰
歳
七
月
二
十
五
日
の
修
に
恕
下
村
金
助
'
同
人
俸
'
蜜

月
村
京
助
､
同
人
娘
の
四
人
を
載
せ
｡

｢和
廿
五
日
未
刻
恕
郡
山
之
前
山
孜
押
印
珊
寺
境
内
搬
入
伽
藍
大
中
拭
依
栢
布
砂
石
老
母
中

]
脚

三

二
二
尺
北
側

ハ
凡

1
女

王
余
右
ノ
入
部
三
千
人
排

外

.L
光
鍬
八
甘
人
北
森

州
垂
向
合
和
式
甘
粥
也

大
雛
々
々
後
之
人
然
之
十
二
耽
仙
陣
和
之
｡

今
回
の
洪
水
は
宗
泉
寺
庭
内
は
tJ
は
既
は
訳
し
た
如
-
文
化
の
洪
水
に
此
す
れ
ば
其
の
規
模
､
被
客
は
少
か
つ
ね
｡

史
に
､
文
化
五
戒
辰
歳
の
洪
水
は
中
津
川
町
矢
野
矩

一
氏
の
所
戯
LU>
か
～
る
歳
代
託
坤
の
馨
に
精
し
-
載
せ
ら
れ
て

屠
る
.｡

七
月
二
十
五
Eヨ
九
ツ
畔
耐
ブ
リ
未
上
刻
前
山
岬
川
シ
芸

的
大
水
慰
下
ヨ
リ
試
糸
球

(
押
悪

声

射

れ
川
ニ
ッ
ク
肝
リ
ス
ケ
新
町
角
右
小
路

ヌ
ケ
粒
川

又
ケ
北
ノ
木
州

l
吋

二
抑

ヌ
ケ
大
願
動
也
O
朗
餅

柿
城

川
的
水
甘
開
放
切
下
町
三
軒
斗
沈
大
泉
寺
下

へ
ヌ
ケ
路

一
問

TE
M
州
流
棉
洛
窓
下

,]
両
人
二
人

班
14
fT
柑
二
人
川
上
,)

細
山
人
命
誠
人
死
ス

妃
輯
ノ
大
型
也
拙
州

=E
何

丁
榔
読
泉
寺

,[
柑
二
呼
焚
戸
村

二
両

ハ
大
方
流
れ
餌
戸

,高

額
家
五
軒
川
畑
ナ

シ
搭
骨
橋
絡
ル
此
臼
慰
11
ヤ
謂
関
大
究
(
下
略
)
安
永
九
成
子
咋
JE
月
告
辰
'
月
下
園

杉
子
布
o

現
今
賓
月
は
磯
春
せ
る
三
ツ
ク
田
堤
防
は
琴
b
-
は
fJ
の
女
化
洪
水
の
筏
に
築
造
n
れ
た
る
も
の
在
る
べ
-
､
rJ

の
堤
防
は
中
津
町
の
来
車
の
水
蜜
を
躍
減
せ
し
め
る
ほ
賓
要
を
位
置
に
設
け
ら
れ
て
あ
る
｡
四
ヅ
日
川
沿
岸
に
は
三

ツ
ク
田
堤
防
の
外
は
十

1
屋
堤
防
と

い
ふ
大
堤
防
が
宗
泉
寺
の
西
北
は
存
在
す
る
｡
rJ
の
堤
防
は
築
造
の
年
代
未
詳



な
る
も
､
多
分
文
化
以
前
は
築
か
れ
し
も
の
在
る
べ
-
､
橡

へ
て
日
-
1
菅
大
水
あ
-
て
中
津
町
の
酉
牢
を
流
し
,

皆
時
著
名
旗
飴
十

這

は
流
失
せ
L
を
以
て
筑
倉
主
人
は
私
財
を
以
て
fJ
の
大
堤
防
を
築
造
し
た
と
○
こ
の
三
ツ
ク

田
'
十

一
尾
大
堤
防
は
四
ツ
日
川
が
東
北
と
西
南
と
は
氾
濫
し
易

さ
箇
所
に
築
か
れ
た
る
堅
固
在
る
堤
防
で
あ
る
た

め
､
其
の
後
の
洪
水
は
中
央
を
流
れ
､
中
津
川
町
の
中
央
部
に
被
客
を
輿
ふ
る
ほ
至
れ
る
も
の
J
如
-
､
今
回
の
水

蜜
79
其
の
例
に
洩
れ
な

い
｡
(

第
二
図
参
照
)

以
上
親
疎
に
磯
れ
る
四
ツ
目
川
大
洪
水
は
元
疎
十
年
(撃

空

三

五
七
年
)､
琴

竺

養

(
型

冗
二
三
六
五
年
)享
保

九
年
(紀
元
二
三
八
二
年
)､
蟹
麿
元
年
(配
二
四

二

年
)
文
化
五
年
(紀
元
二
讐

ハ
八
%
)
の
五
回
で
あ
っ
て

敢
知

八
年
最
長
五
十
七
年
の
間
隔
を
以
て
大
洪
水
を
生
じ
'
平
均
二
十
二
年
は

一
皮
の
洪
水
を
見
る
,J
と
＼
怒
っ
て

中

津
町
の
住
民
は
生
涯
の
問
に
少
-
と
も

一
回
以
上
の
水
蜜
は
遭
遇
せ
ぬ
ば
琴
b
ぬ
,J
と
/
な
る
｡

明
治
は
入
-
で
は
特
は
記
銘
は
な

い
が
､
小
倉
構
四
郎
氏
の
談
は
よ
れ
ば
明
治
十
五
年
は
珊
皆
の
大
水
が
あ
っ
て

二
三
月
流
失
し
､
明
治
四
十
三
年
'
昭
和
五
年
に
も
洪
水
が
あ
っ
た
と

い
ふ
｡

(
六
)
緒

論

以
上
述
べ
凍
っ
た
廃
を
概
宿
し
､
以
て
中
津
町
附
近
の
水
蜜
の
原
因
を
考
察
す
れ
ば
'
凡
そ
攻
の
三
因
を
轟
げ
符

る
OJ

p
地
形
上
の
原
因

①
前
山
は
岩
塊
土
壌
の
安
定
角
以
上
に
急
斜
面
在
る
fJ
と
並
に
㊤
四
ツ
田
川
の
硲
谷
は
谷

頭
浸
蝕
盛
ん
に
L
V
P
パ

イ
ラ
シ
ー
現
象
は
よ
っ
て
他
の
新
谷
の
上
流
を
奪
以
､
前
山
急
斜
面
の
多
-
の
薪
水
敬

一

地
質
鍵
上
よ
り
瓜

た
る
窓
邪
-;
満
山
の
励
劫
と
水
漆
に
放
て

蔓

二
九



地

-

･洗

鮮
十
八
各

節

五
紋

章

}

三
〇

河
川
は
基
申
し
④
川
の
運
搬
機
力
は
此
し
て
上
流
に
於
け
る
濃
域
盛
大
に
過
ぎ
る
状
況
に
あ
る
,J
と
｡
①
川
の
中
流

以
下
は
緩
傾
斜
の
局
状
地
を
形
成
し
河
道
は
埋
捜
し
易
-
､
河
水
は
氾
濫
し
易
さ
地
形
と
を
-
居
る
fJ
と
｡

〓
p
地
質
上
の
原
図

0
前
出
斜
面
は
主
と
し
て
斑
晶
贋
花
園
岩
エ
ム
威
力
'
該
岩
石
は
風
化
し
易
-
砂
質
土
壊

,<iJ生
じ
易

さ
乙
と
〕
④
こ
の
種
の
土
壌
は
含
水
率
大
は
し
て
'
含
水
せ
ば
安
定
角
極
め
て
小
と
な
る
を
以
て
急
斜
面

に
於
で
は
崩
落
し
易
さ
状
態
と
な
る
rJ
と
｡
㊤
前
山
の
費
よ
-
四
ツ
日
州
両
岸
は
全
部
錬
紫
な
る
砂
塵
厨
の
み
ょ
-

成
.-,h
砂
塵
を
流
下
せ
し
め
易
さ
乙
と
｡

三
'
気
象
上
の
原
因

気
象
は
洪
水
を
突
凝
せ
し
め
る
誘
因
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
①
八
月
二
十
六
日
以
前
両

三
日
の
降
水
は
よ
み
前
山
斜
面
の
土
壌
は
相
皆
は
含
水
し
居
た
み
こ
と
｡
㊤
史
に
'
洪
水
皆
目
の
豪
雨
に
よ
み
て
土

壌
は
過
飽
和
に
含
水
し
､

極
め
て
不
安
定
の
状
態
と
な
少
､
①
蓬
は
岩
盤
上
を
滑
落
す
る
の
止
ひ
な
さ
に
至
っ
た

乙
.と
〇
着
の
三
原
因
は
何
れ
も
根
本
原
閤
ほ
し
で
､
人
力
は
よ
み
て
は
こ
れ
,<tJ除
去
す
る
rJ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
な
る
に

似
光
ら
と
躍
79
､
被
審
軽
減
の
途
必
ず
し
も
熱

さ
に
有
ら
ざ
る
べ
L
と
信
ず
.

｢

砂
防
及
河
川
修
理

①
地
質
及
び
土
塊
の
性
質
を
考
慮
し
て
砂
防
工
事
を
行
以
②
樹
木
の
種
類
を
選
定
し

て

植
林
し
㊥
河
床
の
埋
没
､
屈
曲
甚
し
き
部
の
改
修
､
護
岸
施
設
､
狭
除
夜
る
川
幅
の
部
は
之
を
庶
め
る
乙
と
.

こ
.
上
流
分
水
工
事

①
四
ツ
日
川
の

一
上
流
本
杉
流

レ
の
樺
整

二
五
樺
方
面
に
分
水
せ
し
ひ
る
fJ
と
｡
rJ
の
距

離
教
室

1官
光
政
長
四
宵
米
､
②
四
ツ
日
川
の
他
の
.I
上
流
究
ガ
樺
の

一
部
を
八
幡
樺
方
面
に
分
水
せ
し
ひ
る
rJ
と

乙
の
距
緋
二
百
米
乃
至
四
百
米
｡
〔

第

一
間
参
照
)



右
の
中
砂
防
及
河
川
修
理
玖
穂
川
時
代
以
来
屡
々
行
以
凍
-
し
魔
在
る
79
､
依
飴
と
し

て故
事
除
去
の
功
を
見
ず

蔑
年
か
の
後
に
は
大
水
客
を
見
る
状
況
は
あ
る
kJ以
て
英
藩
の

一
部
を
軽
減
し
､
又
は
英

審度
数
を
減
小
せ
し
め
る

外
前
聖

一原
因
の

盲

79
除
去
し
碍
ざ
る
も
の
な
る
は
明
白
で
あ
る
｡
次
に
四
ツ
日
川
上
流
の
分
水
工
軍
は
稗
大
工

事
に
し
て

各
般
の
闘
係
事
項
誓

き
,
虹

に
周
到
な
る
調
査
と
研
究
と
を
婁
す
る
鮎
多
L
と
錐
79
､
政
も
自
然
的

に
し
て
徹
底
的
在
る
方
法
で
あ
る
0
殊
に
･
本
杉
流
レ
の
浬
の
如

き
は
谷
頭
浸
蝕
に
よ
る
略
奪
現
象
に
よ
っ
て
四
ツ

日
川
上
流
と
な
み
光
る
も
の
に
し
て
､
敢
初
･
淀
蝕
作
用
現
今
の
如
-
進
行
せ
ざ
ヵ
し
常
時
は
溜
池
捧
'
又
は
三
五

浮
の
1
上
流
を
成
せ
L
rJ
と
は
地
尊
的
ほ
明
か
で
あ
る
｡
若
し
分
水

言

朗
'
又
は
ニ
ケ
望

ハ成
功
せ
ば
水
量
を
二

分
又
は
三
分
す
る
乙
と
去

る
を
以
て
･
四
ヅ
臼
川
に
水
害
を
除
き
縛
る
は
勿
論
で
あ
る
が
､
他
の
漆
に
於
で
は
多

少
の
埼
水
は
免
れ
ず
と
経
も
'
英
客
の
危
険
を
生
ず
る
が
如
き
恐
れ
な
し
と
思
考
さ
る
.

以
上
述
べ
凍
つ
光
庭
は
二
日
間
に
亘
TQ
蛮
地
踏
査
の
概
姿
で
あ
る
｡
潤
筆
に
際
し
て
今
回
の
踏
査
に
便
宜
を
典

へ

ら
れ
た
る
岐
阜
賑
土
木
課
･
同
測
樵
所
'
中
津
町
役
場
､
其
他
免
除
地
の
盤
内
'
貴
賓
在
る
材
料
の
提
供
等
ほ
閥
し

静
を
惜
恐
れ
な
か
っ
た
多
-
の
諸
氏
に
対
し
'
深
甚
の
謝
意
を
表
す
｡

地
既
単
上
よ
り
見

た
る
窓
那
山
前
山
の
脳
攻
と
水
辞
に
就
て

志

..･il

1二

1


